
【機密性２】
※機密性は以下を参考に、適切に変更・表示し、以下の記述を削除してください。また、取扱制限等（例１：関係
者限り、例２：公表までの間）については必要に応じて追加してください。
  秘密文書相当、機微な個人情報を含む場合は【機密性３】 ／ 公開を前提としない場合は【機密性２】（公開前
の案の段階なども含む） ／ 公開可能な場合は【機密性１】

ペットを飼っている皆さまへ
－災害時のペットとの同⾏避難について －
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災害時、あなたとあなたの大事なペットを守るために、
いま、できることを考えまし

飼い主がいま、やるべきことは？
ワクチン接種や寄生虫の駆除など、健康面のチェックを

最低限のしつけや、ケージに慣らす訓練、マイクロチップ
などによる所有明示を
住宅の災害対策や、フード、トイレシートなどのペットの
避難セットの準備を
ペットの受け入れ対応を含め、事前に避難場所の確認を

もし被災してしまったら？
災害時にはペットを落ち着かせ、迷子に
させないよう注意して、ペットとともに同

避難所にはケージを持参してください。
ペットが理由で避難しないことは、自分の安全を脅かすこと
につながりますので、ペットと一緒に同行避難をしましょう

行避難とは、避難所までの避難行動（行為）のことをいいます
避難所で、ペットと人が同じスペースで過ごすことなどの（同伴避難）を
指すものではありません

詳しくは、

「災害、あなたとペットは大丈夫？」人とペットの災害対策ガイドライン <一般飼い主編> 
をご覧ください。
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基本的には、避難所へのペット同行を受け入れることとしますが、避難所の状況によっ
ては、受け入れが難しくなる場合や移動をお願いする可能性があります。なお、同伴
(同室)避難についてはアレルギーなどの問題から原則受け入れ不可となっております。

【問い合わせ】防災関係：防災危機管理課 (06-6170-1518)
       ペット関係：環境政策課 (06-6383-1364)


